
上田中央地域協議会
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■発展の方向性

<まちづくりの基本的方向性>

1

2
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<取り組みの方向性>

①

サントミューゼをはじめとする文化施設や信州大学などの教育施設が集中する地域

地域の特性と発展の方向性
上田中央地域

■地域の特性

上田駅を中心に市街地が形成された本市の玄関口

市民や来訪者が行き交うまちづくりを目指します。

玄関口としての都市機能の充実と市街地の活性化を総合的に推進します。

歴史的資源や豊かな自然環境を保全・活用した賑わいと交流の拠点を目指します。

取り組みの内容 視点・要素

公共施設の充実を図るとともに「街なか」居住の推進と、住民や事業者の連携・交流による地域活力
の向上

居住満足度を高めて、上田駅周辺を拠点とした地域内外の交流を促進する整備の在り方を研究して、
空家・空き店舗対策を含めた新たな市街地の活性化と商業・観光の振興を一体的かつ総合的に推進

都市環状道路や上田駅を基点とする交通網などの基盤整備を行うほか、市街地内の回遊性向上を図
り、散策したくなるまちづくりを推進

中心商店街の賑わい創出と、交流文化施設周辺と融合した新しいまちづくり

上田城跡や信濃国分寺など上田市を代表する歴史的遺産を擁した市の中心地域

産学官連携支援施
設や伝統工芸など
地域の特性を生か
した産業の振興

地域コミュニティ
を中心とした協働
による地域を誇れ
るまちづくり

保健・福祉・医療
活動の更なる充実
と人的資源の活用

・

・

新市の核となる都
市機能の充実と中
心市街地の活性化

・

・

・

各種団体や個人などが、各種地域課題への解決に向けた対応や、生涯学習などへ積極的に参加できる
ように支援するとともに共助、協働による地域住民が誇れるまちづくりの推進

自然環境の保全と
共生によるまちづ
くり

数多く残る歴史遺産の価値を再認識して、観光振興に生かすとともに、こうした遺産との融合・調和
を図り誇りをもてるまちづくり

歴史的文化遺産ともいうべき、地名等についての認識を深めて、地元住民の意見を聞きながら、歴史
的地名等を後世に残すまちづくり

花と緑があふれる歩いて楽しい空間の創造

すべての人々に
とって安全・安心
なまちづくり

・
地域住民を中心に交番や防犯関係団体、防災関係団体、ボランティア、PTAなどの連携と絆を深め
て、住民の安全意識の高揚を図り、地域ぐるみの安全体制づくりを推進

千曲川をはじめとする神川、矢出沢川などの水辺空間や特色ある景観である染屋台の斜面樹林などの
河岸段丘を保全して、豊かな自然を活用し市民に憩いと潤いを与え、防災と減災を備えた、災害に強
い地域づくり

歴史遺産との融
合・調和を図るま
ちづくり

⑦

②

③

④

⑤

⑥

農民美術、上田紬などの伝統工芸や蚕都上田として栄えた歴史的文化に触れながら、地域に伝わる地
場産業の振興や、後継者の育成、技術の継承

・

・

・

・

・

・

産学官連携支援施設との連携を通じた大学や市民などとの協力体制の強化、新技術・新産業創出に向
けた取組の展開、「地産地消」を推進し近郊農業の生産意欲の高揚

・

・

子どもがのびのびと成長できて、高齢者・障がい者にやさしいまちづくりを進めるとともに、住民と
の協働による福祉活動の推進

保健福祉施策や子育て支援施策の推進、医療体制や介護体制の整備など、あらゆる世代の健康増進や
地域福祉施策等を推進して、上田市全体の保健・福祉・医療のネットワークの充実

・
複雑多様化する地域課題を適切に解決していくために、住民・各種団体・行政の協働による新たなま
ちづくり

・ 子どもたちに自然を大切にすることを教えることができる環境の整備


